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１．目 的

市町村自治体が、これからの酪農経営の環境対応の誘導に際し何を重視すべきか明らか

にし、誘導の手法を提案する。

２．方 法

１）先駆事例における酪農経営の環境対応の分析

２）本道酪農地帯の市町村自治体による、これまでの酪農経営の環境対応誘導事例の分析

３）本道酪農地帯の市町村自治体による、酪農経営の環境対応誘導の萌芽的動向の分析

３．成果の概要

１）( )強い環境圧力のもとにある奈良県のメガファーム・Ｊファームを分析した。1
( )Ｊファームは､周囲の環境との調和を経営理念としている。開場時の投資の ％がふ2 19
ん尿処理施設に向けられ、環境コストにより経営規模が決定されている。

( )Ｊファームは､徹底して環境管理機能をはかる｡①施設地の舗装による地下浸透回避､②3
雨水と汚染水の分離集水や雑排水の 低減処理による排水管理、③ふん尿の堆肥化とBOD
牛舎敷料としての循環利用、④換気扇や細霧装置による臭気対策である(表 )。1
( )こうした取り組みは､住民との良好な関係の創出､従業員の就労意欲の向上､企業との有4
利な取引関係の構築、自治体からの積極的な支援の導出につながる。

( )本道の酪農経営では､①弱い環境圧力、②保守的な経営指向、③限られた環境コスト負5
担能力のもとで、こうした環境対応を率先してとることが難しい。

２）( )Ａ町は､Ｂ町の水道水源となるＨ川流域の酪農経営の環境対応を誘導してきた｡流1
域の酪農経営の､ふん尿処理施設の家畜排泄物法への適合率は町内で最も高い。

( )協議会・役場を中心とした「監視・指導」､農協・普及センターを中心とした「相談・2
支援」の連携した実施が、酪農経営の環境対応につながっていた(図 )。1
( )酪農経営の環境対応は当面の経営存続のための窮迫的な対応としてなされる。さらな3
る環境コスト増大の懸念は酪農経営の将来展望を狭め、離農選択の一因となっている。当

面の汚染発生の恐れが減ったとしても、長期的に酪農が衰退する恐れがある。

３）( )Ａ町では､地域的に酪農経営の環境対応を進める萌芽的動きがある。町民参加によ1
、 。り策定された総合計画では 環境保全的な酪農経営を核とした町づくりの方針が示される

( )計画では､環境保全型酪農経営の推進のもとで､畜産物のブランド化､地産地消促進と農2
産加工推進､農村観光振興､新たな担い手形成など､多面的な機能の発揮をはかる(図 )。2
( )背景には､環境対応の遅れと離農増大が地域の衰退に直結するとの危機意識がある。3
４）以上は、環境対応を後ろ向きに捉えるのでなく、これからの酪農経営の持続安定化の

条件として積極的に受け止める「未来指向」の重要性を示している。このため、市町村自

治体は、法規制等の遵守を求める規制的アプローチだけでなく、環境対応を地域振興や産

地展開の必要条件として位置づけ、新たな体制への移行を率先して誘導する 自発的アプ"
ローチ の担い手となることが重要となる(図 ､ )。" 3 4
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表１ Ｊファームと本道酪農経営の環境対応
Ｊファーム 本道酪農経営

行動の圧力 ○住民･従業員･関連機関の評価 ○家畜排泄物法
対応の基本 ○施設地の環境管理徹底 ○法律に適合した施設導入

○雨水の分離排水､施設地の舗装 ○堆肥舎の導入
主たる手法 ○堆肥の敷料利用(循環利用) ○不浸透性ラグーンの採用

○汚水の循環利用・浄化放水 ○野積みの回避
○臭気対策

評価の方法 ○モニタリングと環境基準適合 ○家畜排泄物法への適合
安定化措置 ○地域等への環境情報開示
経済性対策 ○適切な規模確保 ○補助金、制度融資

○取引先･自治体から好条件獲得

図１ 酪農経営の環境対応を導いた組織間関係 図2 地域における環境対応の資源的利用

の枠組み(Ｈ川流域対策)

図3 自発的ｱﾌﾟﾛｰﾁと規制的ｱﾌﾟﾛｰﾁ 図4 自発的ｱﾌﾟﾛｰﾁにおける環境対応の誘導手法

４．成果の活用面と留意点

)酪農地帯の地域的な環境対応誘導に際し活用する。-1
)市町村、ＪＡ、普及センターのほか、酪農経営に対しても理解促進をはかること。-2
５．残された問題とその対応

、 。-1)地域的な環境対応誘導の実践を積み重ね 具体的なノウハウを蓄積する必要がある

環境と調和した酪農
の持続的展開誘導

地産地消促進

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ確立

農村観光振興

市場流通対
応の必然化

牛乳生産量
維持の限界

（地元からの支持獲得）

（住民・消費者を重
　視したｸﾘｰﾝ生産）

従来路線
の転換

担い手の流出

環境対応
の必然化

地域における
環境対応の
資源的利用

・ふん尿対策
・洗浄水対策
・廃ﾌﾟﾗ対策他

・農産加工推進

うるおいの創出 担い手の形成

・牛乳､肉、ﾊｰﾌﾞ、羊毛
　有機野菜のﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化

（魅力ある農業・農村の創出）

○ 社 会 的 資 本 負 担
　 に よ る 地 域 の シ ス
　 テ ム 体 制 整 備
( J A 、普及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ ､
　　　　　市町村等)

○ 方 針 の 明 確 な 提 示

　（首　長）

○ 地 域 振 興 や 産 地 づ く
　  り の 視 点 か ら の 戦 略     
　  構 築
　 ( 幅 広 い 主 体 の 関 与 )

○ 戦 略 の 啓 蒙

　 ( 市 町 村 等 ）

○ 重 点 地 域 ・ 経 営 の
　特定と直接誘導

　 ( 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 等 )

○ 間 接 的 誘 導 措 置

　　・報奨金制度
　　・ﾍ ﾟ ﾅ ﾙ ﾃ ｨ ｰ制度

　　 ( 市町村 ､ J A 等 )

○ 環 境 を 重 視 す る 経
　  営 の 組 織 化 と 運 動
　  展 開
　（ J A ､ 普及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 等 )

（関 連 す る 地 域 振 興 や

 産 地 化 施 策 の 実 施 ）

○ 立 地 や 経 営 条 件
　  に応じた改善技　  
　術のマニュアル化

　　 ( 普及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 等 )

○ 優 先 度 に 応 じ た
　  選 択 的 資 本 補 助

(市 町 村 等 )

○ 立 地 や 経 営 条 件
　から見た改善優
先 順 位 の 設 定
( 普 及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ 等 )

地域方針設定 行動誘導 行動条件付与

規制的アプローチ自 発 的 ア プ ロ ー チ

家畜排泄物法
環境基準など

啓　　　蒙
巡　　　視

技術紹介
事業誘導

など

酪農経営の　 
環境対策実施

地域問題として環境問題を解釈

・町づくりにおける重要性
・酪農の展開における重要性

対策方法の特定

理解促進と実施条件整備

環境対策の社

会的要請

環境負荷の効果的削減

 監　　視

酪 農 経 営

相　　談

具体的情報提供

協 議 会 ・ 役 場 を 中 心
とした監視機能

行動への圧力の付与

啓　　　発

汚染時の強い指導

・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ作成・年２回配布(協議会)
・公報等での啓発(役場)

・水質検査（協議会、役場）
・ﾊﾟﾄﾛｰﾙ（役場）

重点対象設定(Ｈ川流域） 農協・普及 ｾ ﾝ ﾀ ｰ
を中心とした
相 談 ・支援機能

・各種事業仲介（普及セン
ター、JA、役場）

資本支援

技術支援

・技術相談（普及ｾﾝﾀー ）

（公的見地からの権限的指導）

（個別経営視点でのアドバイス）

環境対応実施

・直接的指導(役場、JA、普及セ
ンター)

計画的連携


